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１．2025年４月期第３四半期の連結業績（2024年５月１日～2025年１月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年４月期第３四半期 6,018 △1.5 205 △12.0 218 △10.9 161 2.9
2024年４月期第３四半期 6,110 △10.2 233 △37.7 245 △37.6 157 △43.6

(注) 包括利益 2025年４月期第３四半期 161百万円(△16.6％) 2024年４月期第３四半期 193百万円(△40.4％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年４月期第３四半期 28.39 ―
2024年４月期第３四半期 27.68 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年４月期第３四半期 8,498 6,767 79.6
2024年４月期 8,512 6,724 79.0

(参考) 自己資本 2025年４月期第３四半期 6,767百万円 2024年４月期 6,724百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年４月期 ― 0.00 ― 23.00 23.00
2025年４月期 ― 0.00 ―
2025年４月期(予想) 23.00 23.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年４月期の連結業績予想（2024年５月１日～2025年４月30日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 9,029 9.6 454 55.7 461 49.7 310 65.3 54.41

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2025年４月期３Ｑ 6,085,401株 2024年４月期 6,085,401株

② 期末自己株式数 2025年４月期３Ｑ 390,347株 2024年４月期 395,647株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年４月期３Ｑ 5,692,231株 2024年４月期３Ｑ 5,675,893株

(注) 期末自己株式数には、株式会社日本カストディ銀行（信託E口）が所有する当社株式（2025年４月期３Ｑ

127,200株、2024年４月期 132,500株）が含まれております。また、株式会社日本カストディ銀行（信託E

口）が所有する当社株式を、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。（2025年

４月期３Ｑ 130,023株、2024年４月期３Ｑ 146,361株）

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 有(任意)

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々

な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期連結累計期間の経営成績の概況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、堅調な企業収益を背景に雇用・所得環境の改善がみられ、また

インバウンド需要の拡大などにより、緩やかな回復基調を維持しております。わが国の先行きを展望しても、内外需

要が緩やかに増加していくもとで、企業収益は改善傾向をたどり、設備投資の増加や、賃金上昇率の高まりなどを背

景に、個人消費も増加し、緩やかな成長が続くことが期待されております。一方で、米国政策の不確実性、不安定な

海外情勢の長期化、原材料・エネルギー価格の高騰、物価の上昇、世界的な金融資本市場の影響や中国経済の懸念な

ど、景気の下振れリスクが多数存在しており、依然として先行き不透明な状況が続いております。

このような環境下、主力事業であります防護服・環境資機材事業は、高病原性鳥インフルエンザ等家畜感染症防疫

作業に使用される個人用保護具の突発的な需要に対して、円滑な供給に注力した結果、足元の第３四半期連結会計期

間３ヵ月間の売上高は、前年同期間を上回る一方で、人材投資、システム投資として、体制強化に向けた積極的な人

員拡充による人件費増加や、生産性向上を目的とした新基幹システム導入に向けたシステム関連費用の計上により、

売上高は6,018百万円（前年同四半期比1.5%減）、営業利益は205百万円（前年同四半期比12.0%減）、経常利益は218

百万円（前年同四半期比10.9%減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は161百万円（前年同四半期比2.9%増）とな

りました。

セグメント別の業績を示すと、次のとおりであります。

防護服・環境資機材事業におきましては、化学物質の自律的管理に関する2024年４月の改正法令施行を背景とした

需要増加を見込んで販促を強化しておりますが、まだ需要増加の途上にあります。また、中期経営計画の経営方針の

一つとして、安全環境設備分野や、難燃・アークフラッシュ・高視認等の新規防護服分野等、新たな事業領域におけ

る業容拡大に向け取り組んでおり、当第３四半期連結会計期間には難燃防護服の新ブランド「鐡火」を上市いたしま

した。足元では、高病原性鳥インフルエンザ等、家畜感染症防疫作業に使用される個人用保護具の需要に対し円滑な

供給に注力したことが、同事業の業績改善に貢献し、売上高は3,488百万円（前年同四半期比6.1%増）、セグメント利

益（営業利益）は382百万円（前年同四半期比3.0%増）となり、増収増益となりました。

ヘルスケア製品事業におきましては、主力製品であるアゼアスデザインセンター秋田で生産する日本製マスクにつ

いて、前年に獲得できた大口受注などの特殊要因がなかったものの、昨年は在庫調整にあったドラッグストア等一般

消費者向けの受注が大幅に回復し、工場の生産効率向上にも努めた結果、採算は改善傾向にありますが、当第３四半

期連結累計期間も黒字化するまでには至らず、売上高は184百万円（前年同四半期比61.6%増）、セグメント損失（営

業損失）は18百万円（前年同四半期はセグメント損失31百万円）となり、増収で、セグメント損失の計上となりまし

た。

ライフマテリアル事業のうち、機能性建材事業におきましては、利益率の高い新製品「ReFace」の販売が順調に推

移し、新たな販路の開拓は進んでいる一方、畳表など従来からの商品の販売が減少しているほか、一部の商材の取り

扱いを停止したことも業績に影響しました。また、アパレル資材事業は、作業服・ワーキング分野は概ね堅調であっ

たものの、学生服・スクール分野は生産調整の局面となりました。その結果、売上高は2,114百万円（前年同四半期比

11.2%減）、セグメント利益（営業利益）は136百万円（前年同四半期比5.4%減）となり、減収減益となりました。

なお、報告セグメントに配分していない一般管理費等の全社費用は274百万円であります。

（２）当四半期連結累計期間の財政状態の概況

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて1.9%減少し6,339百万円となりました。これは、主として現金及び預金が

533百万円減少し、棚卸資産が295百万円増加、売上債権が131百万円増加したためであります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて5.4%増加し2,159百万円となりました。これは、主として構築中の新基幹

システムにかかるソフトウエア仮勘定の計上等で無形固定資産が104百万円増加したためであります。

この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて14百万円減少し8,498百万円となりました。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて1.3%増加し1,565百万円となりました。これは、主として仕入債務が118

百万円増加し、未払法人税等が44百万円減少、賞与引当金が30百万円減少したためであります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて32.0%減少し164百万円となりました。これは、主として長期借入金が返

済により83百万円減少したためであります。

この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べて57百万円減少し1,730百万円となりました。

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて0.7%増加し6,767百万円となりました。これは、主として利益剰余金が

40百万円増加したためであります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年４月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年１月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,890,066 2,356,143

受取手形及び売掛金 1,444,817 1,607,655

電子記録債権 611,253 580,282

商品及び製品 1,243,736 1,461,319

原材料 191,956 268,984

仕掛品 7,356 8,675

その他 98,194 79,595

貸倒引当金 △23,892 △23,342

流動資産合計 6,463,489 6,339,314

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 779,705 747,659

機械装置及び運搬具（純額） 82,223 84,837

土地 647,389 647,308

建設仮勘定 - 7,104

その他（純額） 25,962 41,434

有形固定資産合計 1,535,279 1,528,344

無形固定資産 138,295 242,910

投資その他の資産

投資有価証券 170,215 176,363

その他 214,708 221,566

貸倒引当金 △9,240 △9,798

投資その他の資産合計 375,682 388,131

固定資産合計 2,049,257 2,159,386

資産合計 8,512,747 8,498,700

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 528,055 709,108

電子記録債務 620,209 557,466

賞与引当金 61,200 31,200

未払法人税等 62,150 18,108

1年内返済予定の長期借入金 111,984 111,984

その他 162,609 138,088

流動負債合計 1,546,209 1,565,956

固定負債

長期借入金 95,384 11,396

役員退職慰労引当金 9,930 9,930

役員株式給付引当金 30,938 31,794

退職給付に係る負債 95,052 78,544

その他 11,155 33,228

固定負債合計 242,460 164,892

負債合計 1,788,669 1,730,848
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年４月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年１月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 887,645 887,645

資本剰余金 1,100,341 1,100,341

利益剰余金 4,796,136 4,836,697

自己株式 △228,123 △225,040

株主資本合計 6,555,999 6,599,643

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 33,704 37,969

為替換算調整勘定 134,373 130,238

その他の包括利益累計額合計 168,078 168,208

純資産合計 6,724,077 6,767,851

負債純資産合計 8,512,747 8,498,700
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年５月１日
至 2024年１月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年５月１日
至 2025年１月31日)

売上高 6,110,855 6,018,313

売上原価 4,842,783 4,716,077

売上総利益 1,268,072 1,302,236

販売費及び一般管理費 1,034,679 1,096,910

営業利益 233,393 205,326

営業外収益

受取利息 209 698

受取配当金 4,784 5,112

業務受託料 5,966 5,099

保険解約返戻金 2,245 2,409

物品売却益 - 3,283

その他 2,424 2,158

営業外収益合計 15,629 18,761

営業外費用

支払利息 518 480

持分法による投資損失 2,063 2,957

保険解約損 - 870

為替差損 768 858

その他 59 124

営業外費用合計 3,409 5,292

経常利益 245,612 218,795

特別利益

固定資産売却益 564 928

出資金清算益 - 20,263

特別利益合計 564 21,191

特別損失

固定資産売却損 25 -

減損損失 5 80

固定資産除却損 269 797

特別損失合計 300 877

税金等調整前四半期純利益 245,876 239,109

法人税、住民税及び事業税 62,552 69,044

法人税等調整額 26,204 8,421

法人税等合計 88,756 77,465

四半期純利益 157,119 161,643

親会社株主に帰属する四半期純利益 157,119 161,643
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年５月１日
至 2024年１月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年５月１日
至 2025年１月31日)

四半期純利益 157,119 161,643

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 13,851 4,265

為替換算調整勘定 22,892 △4,135

その他の包括利益合計 36,743 130

四半期包括利益 193,863 161,773

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 193,863 161,773
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更）

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年５月１日 至 2025年１月31日)

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改

正会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－

３項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第28号 2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過的な取

扱いに従っております。なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表

における取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を第１四半期連結会計期間の期首から

適用しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用

後の四半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前年四半期の四

半期連結財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自 2023年５月１日 至 2024年１月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計 調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

防護服・
環境資機材

ヘルスケア
製品

ライフ
マテリアル

計

売上高

顧客との契約か
ら生じる収益

3,286,406 114,323 2,381,959 5,782,690 328,165 6,110,855 ― 6,110,855

外部顧客への
売上高

3,286,406 114,323 2,381,959 5,782,690 328,165 6,110,855 ― 6,110,855

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

7,712 587 6,390 14,689 11,054 25,744 △25,744 ―

計 3,294,118 114,911 2,388,349 5,797,379 339,220 6,136,600 △25,744 6,110,855

セグメント利益
又は損失(△)

371,797 △31,889 144,756 484,665 △8,652 476,012 △242,619 233,393

(注) １ 「その他」の区分は中国子会社であります。

２ セグメント利益又は損失(△)の調整額は、セグメント間取引に関わる調整額△185千円、及び、報告セグメ

ントに配分していない一般管理費等の全社費用△242,433千円であります。

３ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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当第３四半期連結累計期間(自 2024年５月１日 至 2025年１月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計 調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

防護服・
環境資機材

ヘルスケア
製品

ライフ
マテリアル

計

売上高

顧客との契約か
ら生じる収益

3,488,516 184,803 2,114,838 5,788,157 230,155 6,018,313 ― 6,018,313

外部顧客への
売上高

3,488,516 184,803 2,114,838 5,788,157 230,155 6,018,313 ― 6,018,313

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

7,143 1,823 7,605 16,573 13,321 29,894 △29,894 ―

計 3,495,660 186,626 2,122,444 5,804,730 243,476 6,048,207 △29,894 6,018,313

セグメント利益
又は損失(△)

382,891 △18,433 136,968 501,426 △20,700 480,726 △275,399 205,326

(注) １ 「その他」の区分は中国子会社であります。

２ セグメント利益又は損失(△)の調整額は、セグメント間取引に関わる調整額△684千円、及び、報告セグメ

ントに配分していない一般管理費等の全社費用△274,715千円であります。

３ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 2023年５月１日
至 2024年１月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年５月１日
至 2025年１月31日)

減価償却費 72,093千円 70,620千円
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（追加情報）

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年５月１日 至 2025年１月31日)

取締役等に対する株式報酬制度「株式給付信託（BBT）」

当社は、当社取締役及び監査役（社外取締役及び社外監査役を動性をより明確にし、取締役（社外取締役を

除きます。）が中長期的な業績の向上と企業価値の増大に貢献する意識を高めること並びに、社外取締役及び

監査役が、社外取締役にあっては監督、監査役にあっては監査を通じた中長期的な企業価値の増大に貢献する

意識を高めることを目的とした取締役等①に対する株式報酬制度「株式給付信託（BBT（＝Board Benefit

Trust））」（以下、「本制度①」といいます。）を導入しております。また、本制度①と併せて、取締役

（社外取締役を除きます。）及び執行役員（以下「取締役等②」といいます。）の報酬と中期経営計画との連

動性をより明確にし、取締役等②が中長期的な業績の向上と企業価値の増大に貢献する意識を高めることを目

的とした取締役等②に対する株式報酬制度「株式給付信託（BBT）」（以下、「本制度②」といいます。）を

導入しております。

当該信託契約に係る会計処理については、「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実

務上の取扱い」（実務対応報告第30号 2015年３月26日）に準じております。

(1) 本制度の概要

本制度①は、当社が拠出する金銭を原資として当社株式が信託（以下、本制度に基づき設定される信託を

「本信託」といいます。）を通じて取得され、取締役等①に対して、当社取締役会が定める役員株式給付規

程①（ただし、役員株式給付規程①のうち、監査役に関する部分については、その制定及び改廃につき、監

査役の協議に基づく同意を得るものといたします。）に従って、当社株式及び当社株式を時価で換算した金

額相当の金銭（以下、「当社株式等」といいます。）が本信託を通じて給付される株式報酬制度です。な

お、取締役等①が当社株式等の給付を受ける時期は、原則として取締役等①の退任時となります。

本制度②は、当社が拠出する金銭を原資として当社株式が本信託を通じて取得され、取締役等②に対し

て、当社取締役会が定める役員株式給付規程②に従って、当社株式が本信託を通じて給付される株式報酬制

度です。なお、取締役等②が当社株式の給付を受ける時期は、原則として在任中一定の時期となります。

(2) 信託に残存する自社の株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産の部に自

己株式として計上しております。本制度①及び本制度②についての当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、

前連結会計年度77,069千円、132,500株、当第３四半期連結会計期間73,986千円、127,200株であります。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年３月12日

アゼアス株式会社

取締役会 御中

アーク有限責任監査法人

東京オフィス

指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 沼田 慶輔

指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 松浦 大樹

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられているアゼアス株式会社の2024年５月１日から2025年４月

30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2024年11月１日から2025年１月31日まで）及び第３四半期連結累

計期間（2024年５月１日から2025年１月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四

半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務

諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（た

だし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていな

いと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記

載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、

また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手した

と判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記

載の省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による

重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用すること

が含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国におい

て一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項

に定める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を

開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。
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監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四

半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会

計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作

成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実

性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重

要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論

又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基

づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項

及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作

成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発

見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上

(注) １．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。


